








緒言 

後天性に獲得された凝固阻止物質を循環抗凝血素(circulating anticoagulants)あるいは

血液凝固阻止物質と呼ぶ。この阻害物質は血友病 A,B などの先天性凝固因子欠乏症ばかり

でなく,妊娠,自己免疫性疾患,癌,薬剤アレルギーなどでみられるが,その発生には免疫学

的機序が関与していると考えられ,多くの症例においてその阻害活性は免疫グ戸プリン分

画中に説明される。われわれは川崎病患児の血清中に,lupus anticoagulant タイプの循環

抗凝血素を見い出したが,川崎病の成因あるいは血栓形成のメカニズムを考察する上で貴

重な症例と考えられるのでここに報告する。 


